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　本校は、創立以来自然体験研修を実施している。当初は、
体験重視の活動で研修地の方々の協力で漁村体験などを
実施していた。しかし、近年はこの行事を「主体的・対話
的で深い学び」につながる実践的体験研修にしきれてい
ないという思いが教員にあった。
　そこで、本校で進めている持続可能な開発のための教育

（ESD）の理念を自然体験研修に導入した。「地域創生」と
いう視点を取り入れ行事全体をリニューアルした。その目
的を「校外での体験活動を通じて課題解決型の探究活動
に主体的・協働的に取り組む力を養う」と定めた。地域に
どのような貢献ができるかを考え行動する取組を通して、
生徒たちの主体的で協働的な態度の育成を目指した。

　本校では、探究活動の全体テーマを「地域創生」として
いる。例えば、自然体験研修ではその趣旨を体験型活動
から課題解決型の探究活動へと切り替え「地域創生」の
ための提言活動に取り組んでいる。
　本校の自然体験研修は福井県三方郡美浜町で実施し
ている。2016年度は、地元の特産品である「へしこ」を
取り上げ、新しいメニュー作りによる新たな美浜町の魅力
づくりを提言した。翌2017年度は、探究活動に「美浜創
生総合戦略」という名称を付け、より一層具体的な提言が
できるよう工夫した。過疎化に悩む美浜町へ人を呼び込む
ために「美浜美景マラソン」を企画し提言した。
　2018年度には、探究活動にSDGsの達成という視点を
新たに導入した。SDGs目標11の達成を意識し地域の持続

可能な発展のための提言作成に取り組んだ。その中で、
生徒たちが自然体験研修で苗付けしたサツマイモを活用
して、「へしこ」に代わる新しい名物を作ることを着想した。
本校の卒業生で洋菓子店を営む先輩から助言をもらい、
サツマイモを使ったバウムクーヘン作りに挑戦した。サツ
マイモ農家の方や、サツマイモを粉にする加工工場の方、
バウムクーヘンを作るパティシエの方など、様々な人たち
と話合いを重ね、意見を交換し、試作品完成までこぎつ
けた。校内外で実施した3度の試食会を経て、ついにサツ
マイモバウムクーヘンを完成させた。その後、パッケージ
まで考え一つの商品として完成させて、美浜町産業祭にて
販売した。地元の方々に好評でサツマイモバウムクーヘン
を完売することができた。

　地域が抱える課題の分析や解決に向けた探究活動を通して、
生徒たちは地域や年齢の異なる様々な人 と々話合いを重ね深く
関わった。その結果、相手に説明し理解してもらうための表現力
を向上させることができた。また、美浜町に貢献できたという思い
から自己肯定感を高めることができた。
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　リニューアルした自然体験研修では、生徒たちが「地域」
とより深く関わることができている。その取組を通して①
問題を発見し現状を把握する力、②情報を収集分析し問
題の本質を突き止める力、③解決方法を考え、それを表
現する力を伸ばすことができている。意欲を高めた生徒
たちは、学校行事だけでなく学校生活全般において積極

的に活動できていると感じる。
　現在、生徒たちは2年間の探究活動の手法や成果を本
校の地元豊明市に生かせるように考え始めている。公立
中学校と比べると地元とのつながりが弱い私立中学校に
おいて、生徒たちの地域貢献に向けての意識が変わって
きたことは大きな収穫だと考える。

　昨年度の「バウムクーヘン大作戦2018」の活動後、様々
な活動に取り組んでいた生徒たちは、その中で「6次産
業化」という言葉と出会った。「6次産業化」とは、「生産」
の一次産業と、「加工」の二次産業、そして「販売」の三次
産業を一体的に推進して、農山漁村の豊かな地域資源を
活用し新たな付加価値を生み出す取組のことである。生徒
たちは、「バウムクーヘン大作戦2018」で取り組んだサツマ
イモの生産・加工、バウムクーヘン作りと販売が正にこの
「6次産業化」そのものだということに気が付いた。その後
は「6次産業化」をキーワードにして今後の活動の方向性
を考えた。
　2019年度の探究活動では、「バウムクーヘン大作戦
2018」で生徒たちが行った取組を、地元美浜町で6次産
業として定着させることを目指した。生徒たちはこの活動
を「CONNECT2019大作戦」と名付けた。それはサツマ
イモバウムクーヘンを軸にして様々な人やモノをつなげて
いき美浜町に新しい産業を興そうと考えたからだ。この
「CONNECT2019大作戦」を実現可能な事業へと練り上げ、
美浜町へ提言することを探究活動の目的にした。
　生徒たちはまず事業の組織づくりから考えた。6次産業
化の主体となる新会社「LAKULAKUグループ」を設立し、
その下に、生産部門、加工部門、販売部門をそれぞれ組
織する。生産部門はもともと美浜町でサツマイモ栽培を
手掛けている「新庄わいわい楽舎」に事業委託する。加工

部門は、サツマ
イモの加工工場
建設から始める。
「空き家バンク」
で調査し、国道
に近く水の確保
が可能な工場建設用地を美浜町内で見付けることができ
た。成功のカギとなる販売部門では、まず美浜町の情報
サイトをインターネット上に立ち上げ、美浜町の情報とと
もにサツマイモバウムクーヘンを通信販売していく方針を
立てた。更には、美浜町内で喫茶店を運営し、付加価値
を付けて販売促進につなげることも提言した。美浜町内の
空き家を改築して、新しいお洒

しゃ

落
れ

な人気スポットに育てる
計画を立てた。この店舗運営には「バウムクーヘン大作戦
2018」でお世話になった洋菓子店にアドバイスを受けるこ
とも考えた。
　今年度の自然体験研修中にこの6次産業化の提言を
行った。更に生徒たちは農林水産省に6次産業化に対し
て補助金を交付する制度があることを調べて提言の中に
織り込んだ。その後、星城中学校と美浜町が事業に関す
る協定書に調印した。この秋には100個のサツマイモバ
ウムクーヘンが完成し、美浜町産業祭にて完売することが
できた。生徒たちの2年間に及ぶ探究活動が事業として
動き始めた。

　SDGs目標8「働きがいも経済成長も」の達成を意識して取り
組んだ。今回、生徒たちが一番苦労したのは、自分たちの発想
と持続可能な事業運営との折り合いをどのようにつけていくかと
いう点であった。現実的な問題にぶつかったときには、粘り強く
考える。そんな思考力と判断力を伸ばすことができた。
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「CONNECT2019大作戦」
ねらい：	�6 次産業化によるSDGs目標 8	

「働きがいも経済成長も」の達成

美浜町産業祭での販売の様子

完成したサツマイモバウムクーヘン

― 22 ― ― 23 ―


